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計画策定の背景・目的

本市の地域公共交通は、東京都へのアクセス手段である高速バス、市外に接続する路線バ

スが運行しています。また、コミュニティバスは、南アルプス市役所や南アルプス市立美術

館周辺の中心部を基点として、市内の各地域を網羅的に運行し、市外の鉄道駅（竜王駅、東

花輪駅）にも接続しており、市民の日常生活の移動手段としての役割を担っています。また、

櫛形西地区において、地域住民による運営委員会により、路線バスの廃止エリアにコミュニ

ティタクシーを導入し、サポーターからの賛助金も得ながら運営しています。

今後、本市でも高齢者人口の増加が見込まれている中、公共交通の重要性は増していくこ

とが想定されますが、乗務員の不足や燃料費の高騰など、交通事業者を取り巻く環境は厳し

い状況であり、その維持が大きな課題となっています。

こうした状況を踏まえ、市行政をはじめとする交通に関わる様々な主体が相互に協力して、

本市にとって持続可能かつ有効な公共交通網を形成し、公共交通サービスの維持確保を図る

ことを目的として、公共交通政策のマスタープランとなる「南アルプス市地域公共交通計

画」の策定を行いました。

計画の期間

計画の対象地域

計画区域は、南アルプス市全域とします。

なお、本市と隣接自治体、ＪＲ鉄道駅と接

続するコミュニティバスや高速バスが運行

されていることから、近隣自治体と連携を

図ります。

本計画の期間は、令和６年度から令和10

年度までの5年間とします。

計画の位置付け

上位計画である「第２次南アルプス市総

合計画」や関連計画などとの整合を図り、

公共交通政策のマスタープランとして位置

付けます。
■南アルプス市の地域公共交通網
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■ 地域公共交通を取り巻く課題

財政負担の抑制に向けた対応 法改正や新技術の活用

利用環境の整備及び利用促進の

継続的な推進

社会情勢や市及び公共交通を取り巻く

環境の変化への対応

新たな地域公共交通の構築に向けた検討
まちづくりと連携した

地域公共交通の再編検討

▼市民・交通事業者・行政の連携イメージ

●近年は人口微増の中、各種施策の展開により、令和１７年で約６８,０００人、

令和２７年で約６５,０００人の人口確保を目指す。

●市内だけでなく市外への（人の）移動も見られ、広域のアクセス確保が必要。

●商業・医療施設が多く立地している白根・櫛形地域へのアクセス確保が必要。

●南アルプス市インターチェンジ周辺に新たな拠点整備が予定されており、拠点間

ネットワークの構築が必要。

地域公共交通を取り巻く現状と課題

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

みんなで支える公共交通の実現 
【それぞれの立場で何が必要で、何ができるのかを考える】 

目的 

市民の役割 
●公共交通への主体的な関与 

●公共交通の積極的な利用 

●利用促進等の取組への参加 

行政の役割 
●総合的な施策の立案及び実施 

●市民が公共交通に主体的に関与 

するための場づくり 

●公共交通に関する市民の意識啓発 

交通事業者の役割 
●公共交通の利便性向上 

●行政が実施する施策に協力 

参画 

協働 



地域公共交通に興味と愛着を持って、その運営・運行や利用促進に主体的に関わっていく

ためのきっかけづくりとなる取組の展開を目指します。

地域公共交通を利用しやすい環境を整備することで、利用者の満足度の向上、公共交通の

利用促進、外出機会の創出及び増加を目指します。

各公共交通の利用の実績やニーズを踏まえ、地域特性に対応した地域公共交通網を形成しま

す。既存の公共交通の役割分担や新たな地域公共交通の運行により、市民や来訪者にとって、

より利用しやすい効果的な公共交通網の構築を目指します。

３

計画の基本方針と目標

＜基本理念＞

住みたいまちを支える、持続可能で便利な地域公共交通

～みんなで「つくり」、「守り」、「育てる」地域公共交通～

基本方針１

基本方針２

基本方針３

まちづくりと連携した地域公共交通ネットワークの形成

誰もが便利でわかりやすく利用できる地域公共交通サービスの提供

多様な主体による地域公共交通を支える仕組みづくり

評価指標 現状値 目標値（R10年度）

コミュニティバスの利用者数 78,741人 100,000人

市民一人あたりのコミュニティバスの利用率 1.1回 1.4回

評価指標 現状値 目標値（R10年度）

公共交通利用圏域の人口割合 63.1％ 70.0％

高齢者タクシー利用助成券の申請件数 2,946件（年間） 4,300件（年間）

評価指標 現状値 目標値（R10年度）

公共交通の乗り方教室の実施回数 2回 20回（累計）

地域主体の公共交通の運行 1地区（累計） 3地区（累計）

計画目標① 地域の特性とニーズに対応した効果的な地域公共交通の構築

計画目標② 利用しやすい地域公共交通の環境整備

計画目標③ 地域公共交通の利用促進と意識啓発の実施



施策１ 路線バスの維持・確保

計画目標１

４

地域の特性とニーズに対応した効果的な地域公共交通の構築

目標達成に向けた施策

施策２ コミュニティバスの見直し

・コミュニティバスは、南アルプス市の基軸となる公共交通として、まちづくりによる変化や市

民・利用者のニーズに対応して、運行の見直しを行います。

・まちの変化への対応、日常生活における人の流れとコミュニティバス網のマッチングを図り、

最適なバス路線の再編検討を行います。

施策３ コミュニティタクシーの高度化（AI化）や横展開に向けた検討

・櫛形西地区で運行しているコミュニティタクシーについて、利用者のニーズに対応し、運行

サービスの高度化を図りつつ、他地域への横展開について検討します。

・地域主体による新たな地域公共交通の導入を

促進します。新たな地域公共交通の検討にあ

たっては、市民・交通事業者・行政が連携し

ながら、継続的に「地域で公共交通を考える

会（勉強会）」を開催し、地域の公共交通を

取り巻く現況の共有、地域に適した新たな地

域公共交通の方向性の検討、導入に向けた役

割分担の検討などを行います。

▲現在のコミュニティ
バスのルート図

▲南アルプスIC新産業拠点整備事業の概要

▲AIオンデマンド型乗合交通の概要

・路線バスについて、基幹部分は維持しつつ、利用者のニーズ、交通事業者を取り巻く課題、他

の交通モードとの連携を踏まえて、見直しを検討します。



施策４ 高齢者タクシー利用助成券の見直し

５

・高齢者タクシー利用助成券について、利用者のニーズを踏まえて、見直しを検討します。

・現在の対象者に加えて、高齢者に限らず、運転免許証の自主返納者を対象に加えるなど要件緩

和に向けた検討をします。

・利用枚数の条件緩和（例えば、１回あたりの利用枚数の制限撤廃など）、配布枚数や配布対象

者の拡大など、より利用しやすくするための運用方法について検討を行います。

施策５ 新たな公共交通の導入に向けた検討

・シェアサイクル（レンタサイクル）、グリーンスローモビリティなどの新たな地域公共交通の

導入を検討します。

・地域や民間事業者との協働により、コミュニティバス等で南アルプス市役所や市立美術館まで

移動してきた利用者のラストワンマイルの公共交通としても機能するように、南アルプス市役

所周辺の主要拠点にポート（貸出・返却拠点）を設置するなど、中心部周辺を自由に移動でき

るような交通の導入を検討します。

▲電動キックボード ▲グリーンスローモビリティ
（小型EVバス）

施策６ ＡＩデマンド、ＭａａＳ、自動運転等の新技術の情報収集・検討

・実証実験が行われているＡＩデマンド

システム、ＭａａＳ、自動運転の事例

収集を行います。また、導入が進み始

めているＥＶバスについても事例収集

を行い、導入に向けた検討を行います。

▲ＥＶバス車両



計画目標２

６

利用しやすい地域公共交通の環境整備

施策７ 交通結節点における環境整備

・公共交通同士を接続する拠点において、待合環境の整備、

接続強化に関する施策を実施します。

・現在、コミュニティバスの交通結節点となっている南ア

ルプス市立美術館、南アルプスインターチェンジ周辺の

開発に伴う、新たな拠点（交流拠点）に対して、各階層

の交通ネットワークを円滑に接続するための環境整備を

推進していきます。

▲交通結節点の整備イメージ

施策８ ラストワンマイルの環境整備

・主要な交通結節点のアクセスのしやすさ及びラストワンマイルの公共交通として、「置くとバ

ス駐車場」などのパークアンドバスライドを検討します。

・「置くとバス駐車場」は、住み慣れた地域内は自分で運

転できても、地域外に運転して行くのは不安という方の

ために、車を置いて、バスに乗り換えてもらう際に利用

できる駐車場のことです。自宅から路線バスやコミュニ

ティバスのバス停への移動手段、バス停から自宅までの

移動手段として機能するように、例えば、バス停周辺の

スペースに駐車場や駐輪場を整備します。 ▲サイクルアンドバスライド

施策９ 利用しやすく、乗りやすいバリアフリーに配慮した環境づくり

・誰もが安心して公共交通を利用できるようにバリアフリー

対策、誰もが利用しやすい環境づくりに向けてキャッシュ

レス決済の検討を進めます。

▲多言語化ツール

施策１０ 公共交通情報の一元化

・各交通手段の運行情報を一元化し、路線バス、コミュニ

ティバス、コミュニティタクシーの運行情報、最寄りの

バス停案内や目的地までの経路検索、予約時に、利用す

る交通手段以外の運行情報も確認できる仕組みを構築す

るなど、スマートフォンやタブレット等を通じた運行情

報サービスの提供を受けることができるように、公共交

通の情報を一元化する取組について、導入を検討します。

▲やまなしバスコンシェルジュ



施策１１ 地域との公共交通に関する協働

計画目標３

７

地域公共交通の利用促進と意識啓発の実施

・市民にとって身近な存在である市民団体と連携し、説明会などを開催して、公共交通の利用方

法などの情報提供を行います。

・多様な関係者と連携した利用促進策として、買物補助券

や食事券とセットになった乗車券の企画など、新たな健

康増進や地域コミュニティの維持・創出に繋がる利用促

進策についても検討します。

・本市のコミュニティバスの応援定期券は、年間3,000円

で利用していただくだけでなく、本市に必要な公共交通

として、地域で守り、育てて、応援してもらうことを目

的としています。そのため、地域に対して応援定期券の

購入を呼びかけていきます。

施策１２ 地域公共交通利用に向けた意識啓発

・これまで以上に地域公共交通を利用してもらうために、

高齢者や児童・生徒を対象とした路線バスやコミュニ

ティバスの乗り方教室の開催や出前講座を実施し、地

域公共交通の現状について情報を提供するとともに、

地域公共交通の利用に関する意識啓発を実施すること

が必要となります。

・過度に自動車に依存することなく、「クルマのみ」か

ら「クルマ時々公共交通」への意識啓発を促すための

取組を展開します。

・出前講座や乗り方教室の開催時に、地域公共交通に関

する利用促進リーフレットなどを配布し、利用促進に

つなげます。

・中学生や高校生に対して、利用促進リーフレット及び

お試し乗車券を配布し、公共交通を利用した通学の定

着につなげます。
▲利用促進リーフレット（通学用）

▲応援定期券

▲バスの乗り方教室

施策１３ ＩＣＴによる情報発信

・利用者目線でわかりやすく、本市の公共交通を網羅し

た総合的な公共交通ガイドブックを新たに作成し、市

民へ配布するとともに、市内主要施設に配架すること

により公共交通の情報提供の充実を図ります。

なお、作成にあたっては、公共交通の利用方法を記載

するなど、きめ細かな情報提供に努めます。

・公共交通ガイドブックについては、紙媒体だけでなく、

スマートフォンやタブレット等でも閲覧できるよう、

デジタル化を行います。 ▲総合的な公共交通マップ
（青森県八戸市）
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